












Ⅰ.はじめに

米国においては,1940～50 年代にかけてのポリオの流行があり,呼吸麻痺簿の患者が多数

発生した。そのきいわゆる“鉄の肺”(体外陰圧式人工呼吸器)で治療を受け,一部は退院

後も自宅で人工換気療法を行ない,在宅療法の先がけとなった。現在米国では,在宅人工換

気療法施行中の患者は 5,000 人以上と推測される 1～3)。一方本邦の在宅人工換気療法の

報告は 1980 年代に入ってであり,特に小児では 1983 年に最初の例が在宅療法を始めてい

る 4)。1990年には在宅人工換気療法も保険医療の対象となり,当院ではこの年に第 1例が

退院している。本邦では,はっきりした在宅人工換気療法の数は捕えられていないが,現在

小児だけで 100 例を超える対象者があるものと推測される 5)。


